
教区 日時 会場 責任者 連絡先

岩手
12月 7日 13時

～8日 9時
教務支庁 藤田 勇一 019-622-7962

長野
12月 14日 13時

～15日 15時
教務支庁 本島 常光 0263-54-0576

東京
12月 14日 13時 30分

～15日 16時
教務支庁 鴻野 稔 03-3917-0247

鳥取
12月 28日 10時

～29日 12時
教務支庁 遠藤 義則 0858-24-5220
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付
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会
場
：
教
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去
る

月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
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「

月

10

25

10

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。
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教
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岡
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２
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佐
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２
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佐
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５
日

教
務
支
庁

10

清
水
慶
政
委
員
長
出
向

名
42

《
立
教

年

月

日
付
》

187

10

25

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
可
児
道
男
（
雨
龍
・
龍
旭
）

・
寺
田
太
平
（
日
向
司
）

最
近
、
ド
ラ
マ
や
映

画
を
２
倍
速
で
観
た

り
、
物
語
の
途
中
を
飛

ば
し
た
り
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
し

か
観
な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
。
歌

な
ど
も
サ
ビ
し
か
聴
か
な
い
。
お
じ

さ
ん
目
線
で
見
れ
ば
、
過
程
が
あ
る

か
ら
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
や
サ
ビ
が
よ

り
引
き
立
つ
の
に
と
思
っ
て
し
ま
う

が
、
若
者
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
は
な
い
よ
う
だ
。
答
え

を
導
き
出
す
ま
で
の
過
程
に
あ
ま
り

関
心
が
な
く
、
答
え
は
先
に
教
え
て

ほ
し
い
と
い
う
思
考
で
あ
る
。

上
司
に
言
わ
れ
て
一
番
イ
ヤ
な
言

葉
の
一
つ
が
「
ま
ず
は
自
分
で
考
え

て
み
ろ
」
ら
し
い
。
本
当
な
の
か
甥
っ

子
の
Ａ
君
に
尋
ね
て
み
た
。「
答
え
を

知
っ
て
い
る
人
が
目
の
前
に
い
る
の

に
、
教
え
て
く
れ
な
い
の
は
ナ
ン
セ

ン
ス
で
時
間
の
無
駄
。
答
え
を
シ
ェ

ア
し
て
く
れ
な
い
の
は
ケ
チ
く
さ
い
」

だ
そ
う
だ
。

確
か
に
一
理
あ
る
。
昔
は
分
か
ら

な
い
こ
と
は
辞
書
を
引
い
た
り
、
大

人
に
聞
い
た
り
、
手
間
が
か
か
っ
た

も
の
だ
が
、
今
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
先

生
に
聞
け
ば
容
易
に
答
え
に
行
き
着

く
。
そ
う
い
う
環
境
で
育
っ
た
世
代

に
は
、
「
ま
ず
は
自
分
で
考
え
、
試

行
錯
誤
し
て
導
き
出
し
た
答
え
に
こ

そ
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
お
じ
さ
ん

た
ち
の
常
識
は
理
解
で
き
な
い
思
考

の
よ
う
だ
（
あ
く
ま
で
一
般
論
で
、

皆
が
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
）。

こ
れ
だ
け
を
言
う
と
彼
ら
の
考
え

方
を
否
定
し
て
い
る
み
た
い
だ
が
、

Ａ
君
は
こ
う
続
け
た
。
「
自
分
た
ち

は
答
え
を
知
っ
た
後
、
そ
の
答
え
を

ど
う
広
げ
、
応
用
し
て
い
く
か
の
方

が
大
切
だ
と
思
う
」
と
。

昨
今
、
本
部
勤
務
や
青
年
、
女
子

青
年
勤
め
を
す
る
人
が
極
端
に
減
っ

た
。
伏
せ
込
み
や
理
作
り
に
価
値
を

見
出
せ
ず
、
時
間
の
無
駄
に
さ
え

思
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
過
程
こ
そ
親
神

様
の
ご
守
護
を
頂
く
た
め
の
大
切
な

土
台
に
な
る
と
強
く
思
う
。

過
程
と
い
う
も
の
に
重
点
を
置
く

行
事
の
一
つ
が
学
生
生
徒
修
養
会
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
身
近
に
あ
ふ
れ

令和 6年 学生担当委員会 活動方針
「教祖を慕い、ひながたを辿る喜びを共に味わおう」
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1

る
ご
守
護
に
彼
ら
自
身
が
気
付
き
、

信
仰
心
の
芽
生
え
を
感
じ
る
に
至
る

ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
見
事
に
組

ま
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
学
修
は
学
生

生
徒
か
ら
嫌
厭
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
大
学
の
部
な
ど
は
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
く
２
回
目
以
上
の
受
講
生
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
過
程
重
視
の
学
修
が

過
程
嫌
い
の
若
者
に
ウ
ケ
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
映
画
を
２
倍
速
で
観

る
彼
ら
も
納
得
さ
え
で
き
れ
ば
、
過

程
を
疎
ん
ず
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て

君
の
言
う「
答
え
を
知
っ

A

た
後
、
そ
の
答
え
を
ど
う
広
げ
、
応

用
し
て
い
く
か
」
を
重
要
視
す
る
若

者
の
思
考
に
は
、
お
道
を
ま
す
ま
す

伸
展
さ
せ
る
力
を
も
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。
そ
ん
な
彼
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
、
誰
よ
り
も
我
々
育
成
者
は
信

じ
、
楽
し
み
に
待
た
ね
ば
な
る
ま
い
。

彼
ら
が
納
得
で
き
る
ま
で
根
気
強
く

伏
せ
込
み
の
大
切
さ
を
伝
え
続
け
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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若

者

の

思

考

と
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合
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う
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学生の集い まなびば 12月開催会場一覧
---------------------------------------------------------------------------------
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「立教 188 年 春の学生おぢばがえり」お願いづとめについて

「立教 188年 春の学生おぢばがえり」が無事に開催できるよう、また、

多くの道につながる学生がおぢばに帰り集えるよう、お願いづとめを勤め

させていただきます。

お忙しい中とは思いますが、以下の通り、お集まりくださいますようお

願いいたします。

日 時 ： 12月 25日 本部夕づとめ後（17時 20分頃～）
場 所 ： 南礼拝場 東側

対 象 ： 教区学生、直属学生、おやさと管内学生、担当者

青

空

学
修
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
た
時
の
こ
と

で
す
。
班
員
の
一
人
が
他
の
班
の
班
員
と
揉
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
少
し
時
間
が
経
て
ば

収
ま
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
事
態

は
ど
ん
ど
ん
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
ず
、
ス
タ
ッ

フ
の
先
輩
に
相
談
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
先

輩
か
ら
「
人
様
の
お
た
す
け
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
に
は
、
ま
ず
、
自
分
が
た
す
け
る
側
の
人
間

と
し
て
親
神
様
、
教
祖
に
認
め
て
も
ら
わ
な
い

と
い
け
な
い
よ
」
と
い
っ
た
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
ハ
ッ
と
す
る
思
い
で
、
自
分
の
心
遣
い
や

行
い
を
反
省
し
、
す
ぐ
に
本
部
神
殿
に
行
き
、

親
神
様
、
教
祖
に
お
詫
び
し
、
改
め
て
、
事
態

の
収
ま
り
を
お
願
い
し
、
生
徒
と
向
き
合
う
こ

と
を
お
約
束
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
事

は
収
ま
り
、
生
徒
は
涙
と
笑
顔
で
学
修
を
修
了

し
ま
し
た
。

学
生
層
育
成
は
「
共
に
育
つ
」
と
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
学
修
を
通
し
、

私
が
お
育
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も

「
共
に
育
つ
努
力
」
を
積
み
重
ね
、
一

歩
で
も
成
人
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

人
材
育
成
部
本
部
ス
タ
ッ
フ

堀
田
正
彦

-----------------------------------------------------------------------------

立教 188 年 学生生徒修養会 大学の部 募集要項
▽期 間 ・・・ 令和 7年 3月 4 日（火）～ 3月 8 日（土）（4泊 5日）
▽受講対象 ・・・ ①令和 6年 12 月 25 日現在、大学・短期大学・大学院・専門学校

高等専門学校（4年生以上）に在学している者。
▽受講対象 ・・・ ②全期間（4泊 5日）を通して受講できる者。
▽募集人員 ・・・ 700 名 ※定員に達した場合、締め切らせていただきます。
▽内 容 ・・・ 講話、グループワークなど

※期間中に別席日は設けておりません。3月 4 日集合前に午前席を運
ばれる場合は、できるだけ早い時間に別席の受付をお願いします。

▽集 合 ・・・ 3月 4 日 午前 9時 45 分～10 時 45 分
詰所にて受付票を受け取り、受付票に記載されている宿舎に集合して
ください。

▽解 散 ・・・ 3月 8 日 午後 2時頃（予定）
▽受講御供 ・・・ 10,000 円 詰所（直属学生担当委員会）に納めてください。

そのほか交通費などは別途必要になります。

立教 188 年 学生生徒修養会 高校卒業生コース 募集要項
▽期 間 ・・・ 令和 7年 3月 10 日（月）～3月 12 日（水）（2泊 3日）
▽受講対象 ・・・ ①令和 6年度高等学校卒業予定者

※卒業後の進路は問いません。
※天理高等学校第一部、第二部の卒業予定者も受講可能です。

▽受講対象 ・・・ ②全期間を通して受講できる者
▽募集人員 ・・・ 400 名 ※定員に達した場合、締め切らせていただきます。
▽内 容 ・・・ 講話、グループワーク、お楽しみ行事など

※期間中に別席日は設けておりません。3 月 10 日集合前に午前席を
運ばれる場合は、できるだけ早い時間に別席の受付をお願いします。

▽集 合 ・・・ 3月 10 日 午前 9 時 45 分～10 時 15 分
詰所にて受付票を受け取り、受付票に記載されている宿舎に集合して
ください。

▽解 散 ・・・ 3月 12 日 午後 2 時 30 分頃（予定）
▽受講御供 ・・・ 5,000 円 詰所（直属学生担当委員会）に納めてください。

そのほか交通費などは別途必要になります。

申 し 込 み
▽申込方法 ・・・ 以下の書類を調え、直属教会長の署名・捺印をいただいた後、学生担

当委員会事務局に申し込んでください。
・受講願書 1通
（参加にあたっては、必ず保護者の同意を得てください）

※ 本年より返信用封筒は不要です。受講にあたっての詳細および必要事項は 2月 15 日以
降に Happist（大学の部・高校卒業生コース/紹介ページ）でご確認ください。

▽申込期間 ・・・ 大学の部・高校卒業生コース共に
令和 6年 12 月 25 日～令和 7年 2 月 15 日

※外国語の通訳、翻訳の対応はできません。
※プログラムへの参加が著しく困難な方は受講をお断りする場合があります。
※期間中の映像や写真は、印刷物及びインターネットを通じた広報に
使用することがありますのでご了承ください。

※本人の意志を確認の上、お申し込みください。
※受講願書は学生担当委員会事務局、直属学生担当委員会、
各教務支庁にあります。
Happist でも願書のダウンロード、必要事項の確認ができます。

https://happist.net


